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『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る
「
笛
」
の
演
奏
表
現
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『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
笛
に
つ
い
て
は
、
女
君
の
男
性
ら
し
い
器

量
や
公
的
生
活
の
象
徴
と
の
指
摘
は
あ
る
が
、
演
奏
表
現
の
分
析
は
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
研
究
で
は
、
そ
の
特
徴
を
探
っ
た
。

　

女
君
の
笛
の
演
奏
の
記
述
は
六
か
所
。
う
ち
一
か
所
は
男
女
が
入
れ
替

わ
る
場
面
で
、
女
君
と
男
君
が
「
琴
笛
」
を
教
え
合
う
。

　

ま
ず
、冒
頭
で
「
琴
笛
の
音
」
の
句
を
用
い
て
主
人
公
の
器
量
を
示
す
。

こ
れ
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
仲
忠
や
『
源
氏
物
語
』
の
光
君
と
共
通
す
る
。

演
奏
に
よ
る
天
地
振
動
や
音
の
上
昇
表
現
も
、『
う
つ
ほ
』
の
琴
（
き
ん
）

の
例
が
早
い
。「
澄
み
の
ぼ
り
」
は
『
源
氏
』
や
『
狭
衣
物
語
』
な
ど
が

笛
に
用
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
女
君
の
朗
詠
の

美
声
を
欄
柯
の
故
事
で
表
す
こ
と
か
ら
も
、『
う
つ
ほ
』
の
琴
の
表
現
を

総
合
的
に
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
吹
く
」
と
そ
の
複
合
動
詞
の
使
い
分
け
が
あ
る
。「
吹
き
鳴
ら

す
」「
吹
き
す
さ
ぶ
」
を
男
君
の
演
奏
に
用
い
、
取
り
替
え
後
の
男
性
と

し
て
の
心
身
共
に
余
裕
の
あ
る
様
を
描
く
。
一
方
、
吉
野
で
は
吹
か
な
い

こ
と
か
ら
も
、
女
君
の
笛
は
「
す
さ
び
」
で
は
な
い
。
女
君
に
は
「
吹
き

澄
ま
す
」「
吹
き
た
つ
」
を
用
い
て
笛
の
上
達
を
表
し
、「
吹
き
増
す
」「
吹

き
別
る
」と
い
う
他
に
用
例
の
な
い
複
合
動
詞
と「
雲
居（
天
上
と
宮
中
）

に
届
く
」
と
い
う
表
現
に
よ
り
、
男
性
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
笛
と
別
れ
る

切
実
さ
を
描
い
て
い
る
。

　

表
現
に
注
目
す
る
と
、
笛
の
重
み
や
役
割
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
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本
研
究
で
は
、『
栄
花
物
語
』
に
六
度
登
場
す
る
藤
原
有
国
の
描
か
れ
方

の
特
徴
を
、史
実
や
同
僚
藤
原
惟
仲
・
妻
橘
徳
子
と
比
較
し
つ
つ
探
っ
た
。

　

ま
ず
、
史
実
通
り
藤
原
道
隆
・
道
長
ら
の
父
兼
家
の
家
司
と
し
て
惟
仲

と
共
に
登
場
し
、「
左
右
の
御
ま
な
こ
」な
ど
と
両
者
が
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

兼
家
死
後
、
関
白
道
隆
に
疎
ま
れ
て
除
名
さ
れ
、
惟
仲
は
厚
遇
さ
れ
た

の
で
、
道
兼
・
道
長
が
同
情
し
世
人
が
道
隆
を
非
難
し
た
。
道
隆
死
後
、

有
国
は
参
議
、
さ
ら
に
大
宰
大
弐
に
任
命
さ
れ
、
世
人
が
人
事
を
評
価
し

た
。
妻
徳
子
は
、
下
向
の
記
事
で
「
帝
の
御
乳
母
の
橘
三
位
」
と
紹
介
さ

れ
、
夫
の
箔
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
惟
仲
は
、
時
に
左
大
弁
だ
っ
た
。

　

し
か
し
史
実
で
は
、
道
隆
は
有
国
を
従
三
位
に
上
げ
就
任
し
た
ば
か
り

の
頭
の
弁
を
解
任
し
た
が
、
積
善
寺
供
養
の
願
文
を
作
ら
せ
て
い
る
。
そ

の
後
の
官
位
剥
奪
は
有
国
が
事
件
に
連
座
し
た
た
め
で
、
復
位
復
官
は
道

隆
生
前
だ
っ
た
。
道
兼
死
後
す
ぐ
に
道
長
に
申
文
を
奉
っ
た
が
任
参
議
は

六
年
も
待
つ
。
惟
仲
は
「
あ
は
れ
な
」
有
国
を
描
く
た
め
の
人
物
と
さ
れ

る
が
、『
栄
花
』
は
大
幅
な
史
実
の
書
き
換
え
を
行
っ
て
道
隆
批
判
と
道

長
賛
美
の
た
め
に
対
照
的
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
り
、両
者
に
軽
重
は
な
い
。

　

ま
た
、
有
国
が
大
宰
府
で
道
隆
の
嫡
男
伊
周
を
厚
遇
し
、
上
洛
の
際
に

助
言
し
た
の
は
、
一
見
「
人
格
者
」
と
し
て
の
有
国
が
描
か
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
し
か
し
彼
の
行
動
は
、
伊
周
に
権
帥
と
な
っ
た
恥
を
自
覚

さ
せ
、
祖
父
成
忠
の
死
に
目
に
会
わ
せ
な
い
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
。

　

有
国
が
「
絶
賛
」
さ
れ
、
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。


